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研究発表の場としてのリポジトリ
- 歴史認識問題の事例から -

神戸大学大学院国際協力研究科 教授
木村 幹







研究者という仕事

 何のために研究し、何のために論文や本を書く
のか

 レフリー付き有名雑誌に乗せるのか

 どうして「引用件数」が重要なのか

 何故、「英語で書け」と言われるのか

 レポジトリに乗せるのにはどういう意味があるか



研究という営み

 過去の知的生産物から何かを継承する

 その欠陥や限界を見つけ出す

 新しい要素を付け加えてより完成度の高いもの
にする

 自分の能力にあまる所はマーケットに戻し、誰か
にやってもらう



「オタク」と研究者

 発信先の違い：自分に対してか、他人に対してか

 「プロダクト」の作成

 「消費者」（或いは聴衆）の必要

 「聴衆のいない研究」はないのと同じ

 「聴衆を獲得する」のも研究の一部



「聴衆」を獲得する方法

 より多くの人に読んでもらえる媒体で出す
１）有名レフリー付き雑誌で書く
２）一般啓蒙書に近い形で出す
３）マスメディアに載せる

 より多くの人が理解できる言語で書く
→ 英語で書く、
（より多くの読者がいる）現地語で書く

 書き手の信頼度を上げる（ブランド効果）
１）学会で報告して知ってもらう
２）コンスタントに論文を書く
３）ポストを取る、有名になる ets.



そもそも我々はどうやって先行研究を探
すか

 先行研究を探し出して、そこから芋づる式に著作
リストを作る

 図書館に行って直接見る：大学院生は何故書庫
に入れるか

 有名雑誌を毎号小まめに読む

 学会等発行雑誌の文献レビューを見る

 インターネットで検索する



大学院生、そして我々にとっての課題

 出発点：「誰もあなたが誰で何をやっているか知
らない」

 まず「何をやっているか知ってもらう」ことが重要

 その最も身近で効果的な手段としてのインターネ
ット



歴史認識問題とリポジトリ

 レフリー付雑誌の限界
１）レフリーのジャッジは絶対的ではない
２）政治的に微妙な問題については、意見がわか
れる

３）長大な叙述（Story telling）を要する研究をどうす
るか

 次善の策としての「とりあえず書ける媒体」の利
用

 → が、それでは「聴衆」は得られないし、「評価」
を得ることも難しい



「メディア・ミックス」戦略の採用（１）

 使える媒体をその特性に合わせて使い分ける

 １）研究科等の「紀要」：基礎的な歴史研究の発
表の為の「叙述」の場として使う

 ２）学会報告等：方法論的なアイデアの提示、或
いは、問題提起の場として使う

 ３）有名レフリー付雑誌：ある程度完成した、特定
の事象に関するコンパクトな分析結果の提示の
場として使う



「メディア・ミックス」戦略の採用（２）

 ４）専門書：完成した研究結果の総合的発表の場
として使う

 ５）一般書：研究結果を社会に還元し、また自ら
の研究成果をより広く知らしめる場として使う（専
門書への導入）

 ６）マスメディア：研究結果をより広く社会に還元
し、メッセージを伝える場として使う



具体的な配置（例１）

 研究科等の紀要：「『歴史認識』問題と第一次日
韓歴史共同研究を巡る一考察」

 学会報告：'Why Are the Issues of “Historical 
Perceptions” between Japan and South Korea 
Persisting?' Workshop: The Japanese–South Korean 
Relationship,  at The Swedish Instite of International 
Affirs, Stockholm, August 2009 

 レフリー付雑誌：'Discovery of Disputes: Collective 
Memories on textbooks and Japan-South Korean 
Relations' Journal of Korean Studies, 2012



具体的な配置（例２）

 専門書：『日韓歴史認識問題にどう向き合うか
（仮題）』（ミネルヴァ書房、2013?)

 『全斗煥政権期韓国のナショナリズムと民主主義
（仮題）』（千倉書房、2012?）

 一般書：『韓国イデオロギー』（講談社メチエ、
2014?)

 マスメディア：NHK News Program ASIA 7 Days, 
August 21st, 2011.



リポジトリはどう使うか

 既発表論文の掲載

 学会等の小論文の掲載
 （特に国際学会報告分：英語、韓国語）

 必要であれば基礎データも

 → これだけでも、インターネット上で検索して見
つけたり、world cat やgoogle scholar に掲載される

 ただ、それだけであれば参照されにくい
 ∵ 全体像がわからない



リポジトリのデータを「編集」する

 例えばホームページを作る

 ポイント１：現状では本学のリポジトリは依然
「使いにくい」

 ポイント２：様々な種類の論文が混じりプロジェ
クトの全体像が見えにくい

 執筆リストの作成

 プロジェクトリストの作成

 → これにより自分のプロジェクトをわかりやすい
提示する





その他の使い方

 公的機関から発信することの意味

 書店への研究成果の提示

 論文上で異なる自分の論文にリンクが貼れる（運
が良ければ、すぐに読んでもらえる）

 SNSとの併用



むすびにかえて

 「読者のいない研究は存在しないのと同じ」

 研究は「見つけて貰うもの」じゃない

 あなたの研究なんか誰も知らない

 研究成果を「見つけ易くする」ことの重要性

 メディアは組み合わせて使え

 途中経過でも取捨選択して公表できる

 自分の論文を「クリック」させる為の工夫


